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 インパクトファクターや h 指数など被引用数をもとにした指標により，学術情報の評価が行われてきた。2010 年前後より，被引用数に
かわる評価指標として，ソーシャルメディアなどにおける言及の利用が試みられている。この指標はオルトメトリクスと総称される。本稿


























































トファクターや h 指数にも同様に存在する。 
オルトメトリクスは注目され始めてから 5 年程度が経過




Altmetric.com6)は Euan Adie らによって 2011 年から準
備され，2012 年 2 月より開始されたオルトメトリクス計
測サービスである。一般の利用者には，図 1 のようなドー
ナツ型のバナーによって，各文献のオルトメトリクスが提
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2013 年 10 月 29 日にサービスを開始し 12)，2014 年 10 月

















図 1 Altmetric.com が提供するドーナツ型のバナー 
図 2 ランキング機能 
図 3 カレンダー機能 
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3.2 Ceek.jp Altmetrics の構成 





















































図 4 言及のトレンド情報 
図 5 Ceek.jp Altmetrics のシステム構成 
表 1 収集対象ウェブサイト 




能を拡張する Mroonga も利用している。 
本システムを構成するデータベースの ER 図（Entity 






て，言及テキストから文献関係 URL を抽出し，URL テー


































































図 6 データベースの ER 図（抜粋） 







機械可読なインタフェースは Ceek.jp Altmetrics API17)
を通じて提供される。このようなインタフェースは Web 
API18)と呼ばれ，外部システムとの連携を容易にする。本
システムが提供する Web API は，先行する Altmetric.com






本システムは，2013 年 4 月より開発を始め，2013 年 10
月 29 日にリリースした。開発開始以前の言及情報も収集
し（Facebook は技術的な制約があり，開発開始以降の言
及情報のみ収集），2014 年 10 月 31 日現在，約 13 万件の
学術文献に対し，約 41 万件の言及情報を蓄積している。
学術文献の内訳は，CiNii Articles が 65％，国立国会図書










































図 8 各サイトにおける学術文献の割合 
図 9 主要なサイトにおける言及数の月別変動 
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図 11 月間言及数の変動の異なり 
図 10 情報伝搬経路の異なりに対する印象の違い 
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Special feature: Beyond Bibliometrics. New Challenge for Bibliometrics －Development of the Altmetrics 
Measurement Service－. Mitsuo Yoshida (Toyohashi University of Technology, 1-1 Higarigaoka, Tempaku-cho, 
Toyohashi, Aichi, 441-8580 JAPAN) 
 
Abstract: Academic information has been evaluated by citation-based indicators such as the Impact Factor and 
h-index. Since around 2010, mentions in social media have been used instead of citation-based indicators. 
These indicators are called “Altmetrics”. This paper discusses the overview of altmetrics and the national 
altmetrics measurement service “Ceek.jp Altmetrics” that the author has been developing. In addition, the 
paper reports the trend of mentions for Japanese academic information in social media and discuss the future 
outlook. 
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